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● 『平成２５年度　成人式』 



　平成２６年４月１日より、消費税率が５％から８％に改正されます。４月１日より前から上下水道を継続して使
用していただいている方は、基本的に４月分の料金は税率５％、５月分の料金より税率８％となります（下記の①
参照）。しかし、経過措置の関係上、４月分の料金における税率が５％になる方と８％になる方が混在することにな
りますので、以下に具体例②～④を用いて説明します。
　なお、以下の具体例に出てくる検針日（上下水道の使用量を測定する日）は、地域によって異なりますので、     
ご不明な点は上下水道課へお問い合わせください。また検針日は前後する場合がありますのでご了承ください。

①４月１日までに水道の開始を行い、継続して使用されている場合
　 ５月分の料金から税率８％となります。

②４月１日以降に水道の開始を行った場合
　 ４月分の料金から税率８％となります。

③４月検針日以前に使用を中止する場合
　 中止精算分の税率は５％となります。
　 （※中止精算分とは、直前の検針日から中止日までの料金を指します）

消費税率改正に伴う上下水道料金のお知らせ （多度津町上下水道課　☎ 3 3 - 1 3 0 0 ）

使用開始日
4／3

4月の
検針日

5月の
検針日

5月検針分：8％4月検針分：8％

税率改正日
4／1

使用開始日
2／25

3月の
検針日

3月検針分：5％

4月の
検針日

中止日
4／5

中止精算分：5％

税率改正日
4／1

使用開始日
2／25

3月の
検針日

3月検針分：5％ 4月検針分：5％

4月の
検針日

5月の
検針日

5月検針分：8％

税率改正日
4／1
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④４月検針日の翌日以降に使用を中止する場合
　 中止精算分の税率は８％となります。

　なお、消費税率８％を適用した上下水道料金表については、３月の検針時にお届けしますので、そちらをご覧く
ださい。ご不明な点がありましたら、上下水道課までご連絡ください。

使用開始日
2／25

3月の
検針日

3月検針分：5％

4月の
検針日

中止日
4／10

中止精算分：8％

税率改正日
4／1

4月検針分：5％

【Ｑ１】どのような場合に異動手続きが必要ですか？
【Ａ１】①町内に引っ越して来て水道をご使用になるとき（開始届）
　　　  ②町内から引っ越すため水道のご使用をおやめになるとき（中止届）
　　　  ③使用者および所有者の死亡等により名義人を変更するとき（名義変更届）
　　　　  などが主な異動事由としてあげられます。

【Ｑ２】その場合の異動手続きは、電話で受付できますか？
【Ａ２】いいえ、電話では受付していません。
　　　 使用開始・使用中止・使用者および所有者の名義変更とも、上下水道課または住民課の窓口での手

続きが必要です。
【Ｑ３】後から手続きに行きますので、先に開栓していただけますか？
【Ａ３】給水条例にもその旨を記載していますが、必ず先に異動届記入と開始手数料をいただいてから開栓

することになっていますのでご了承ください。
【Ｑ４】異動届は、ホームページからダウンロードできますか？
【Ａ４】ホームページからダウンロードはできませんが、異動届および口座振替の申込用紙をあらかじめ郵

送することは可能ですので、必要な場合は上下水道課へお問い合わせください。
【Ｑ５】手続きで必要なものは何ですか？
【Ａ５】使用開始の手続きには認印と手数料１，５００円が、使用中止・名義変更の手続きには認印がそれぞ

れ必要です。また、使用開始の手続きの際に通帳と通帳印があれば、口座振替の手続きもできます
のでご持参ください。

【Ｑ６】手続きは本人以外でもできますか？
【Ａ６】はい、できます。その場合は代理の方の認印をご持参ください。
【Ｑ７】手続きは土・日・祝日でもできますか？
【Ａ７】住民課での手続きは、平日のみの受付となっています。
　　　 上下水道課では、土・日・祝日でも８時３０分～１７時１５分まで受付していますが、当直職員１

名での対応となりますので、できるだけ平日の手続きをお願いします。

町民の皆さんから問合せが多い
事項に関してお答えします
今回は「異動手続きについて」です。

★水道の開栓・閉栓の手続きは、日付の指定も可能ですので余裕をもって手続きをお願いします。

上下水道課からお知らせ
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■平成２５年の火災・救急状況について

■１１９番通報について

■『第６０回文化財防火デー』に伴う合同消防訓練について

■『平成２６年春の全国火災予防運動』の実施について

　多度津町における平成２５年の火災発生件数は、前
年の６件に比べ倍以上増加の１３件となっています。
　火災種別は、建物火災４件、車両火災１件、船舶火
災１件、その他火災７件となっています。
　このうち、枯草焼きが原因となって出火した火災が
６件を占めており、火の取り扱いの不注意による火災
が目立ちます。焼却中は絶対に目を離さない、消火用
にバケツや水道ホースを用意する、完全に消火したこ
とを確認する等、細心の注意を払うようお願いします。
●火災件数・・・・・・１３件
●焼損棟数・・・・・・・４棟
●り災世帯・・・・・・２世帯
●損害額・・・   ５，２０２千円

　平成２６年４月１日より１１９番通
報の受信場所が変わります。
　丸亀市を中心とし、消防通信指令事
務を共同運用することにより、住民サー
ビスの向上および大規模災害への迅速
な対応を図るため、丸亀市消防本部内
にある中讃消防指令センターにて受信
することになります。
　３月４日より試験運用も始まります
が、１１９番通報については今までど
おり『１１９』をダイヤルするだけで
通話ができ、変わりはありませんので、
ご理解とご協力をお願いします。
　また、高見地区および佐柳地区につ
いては、従来昼間は１１９番通報を各
出張所の職員が受信していましたが、
他の地区と同様に中讃消防指令セン
ターにて受信しますのでご理解をお願
いします。
　なお、不安な点やご不明な点がござ
いましたら、多度津町消防本部までお
問い合わせください。

　１月２７日、桃陵公園内の西浜稲荷大明神から出火したとの想
定で、消防署と８区自治会自主防災会（村上幸男会長）が合同で

『第６０回文化財防火デー』に伴う消防訓練を実施しました。
　自主防災会からは約１５名の方が参加され、消防署員から消火
器の取扱い講習を受けた後、消防署に配備する背負式消火水のう
を使って、山林への延焼防止方法を行うなど、実践に近い消火活
動を体験されました。

　救急出動件数は９６６件、搬送人員は９２２人でし
た。これは過去最多件数に迫る数となっています。
　病院に搬送された患者さんの内、約半数の方が軽症

（診察のみ・即日退院）患者です。安易な救急車の利用
は重篤な患者への対応が遅れる可能性があります。病
院へ行く必要があるかどうかを知りたい時などは、消
防署または一般向け救急電話相談（☎０８７‐ ８１２‐
１０５５）をご活用ください。
●出動件数・・・・・９６６件
●搬送人員・・・・・９２２人
●事故種別
　◇急病・・・・６０５件　◇一般負傷・・１１７件
　◇交通事故・・・８７件　◇その他・・・１５７件

　『消すまでは　心の警報　ＯＮのまま』を統一防火標語として、平成
２６年３月１日（土）から７日（金）までの７日間、『春の全国火災予
防運動』が実施されます。
　この運動は火災が発生しやすい季節を迎え、火災予防の考えをより
普及させることによって火災の発生を防ぎ、高齢者など火災による死
者の発生を減少させるとともに、貴重な財産の損失を防ぐことを目的
として実施されています。
　火災によって毎年多くのかけがえのない命が失われています。特に
高齢化社会により多くのお年寄りが住宅火災の犠牲となっています。
住宅火災はちょっとした気の緩みから発生することがほとんどです。
火の取り扱いには十分注意して、『住宅防火　いのちを守る　７つのポ
イント』を心掛けて、火災予防にご協力をお願いします。
◆ 住宅防火 いのちを守る ７つのポイント ◆
●３つの習慣
　①寝たばこは、絶対にしない。
　②ストーブを使用する時は、燃えやすいものから離す。
　③ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
●４つの対策
　①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　②寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
　③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所で協力する。

◇ 多度津町消防本部からお知らせ ◇ （消防本部　☎３３－２５５１）

消防本部からお知らせ　
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１
月
12
日
、
多
度
津
小
学
校
運
動
場
に
お

い
て
、『
平
成
26
年
消
防
出
初
式
』
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
で
は
、
丸
尾
町
長
を
は
じ
め
、
前

原
消
防
長
、
村
井
消
防
団
長
ほ
か
、
多
く
の

来
賓
の
方
々
か
ら
の
祝
辞
や
訓
示
、
ま
た
、

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
功
績
が
あ
っ

た
団
員
や
そ
の
ご
家
族
、
火
災
予
防
ポ
ス
タ

ー
入
選
者
の
方
々
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

消
防
本
部
お
よ
び
消
防
団
員
の
方
々
は
、

救
助
訓
練
や
模
範
ポ
ン
プ
操
法
、
分
列
行
進

や
一
斉
放
水
な
ど
を
、
覇
気
の
あ
る
き
び
き

び
と
し
た
動
作
で
、
訪
れ
た
観
客
の
方
々
に

披
露
し
ま
し
た
。

　

閉
式
後
に
は
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
に
よ
る
、
う
ど
ん
の
接
待
を
受
け
な
が
ら
、

皆
さ
ん
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

【
主
な
表
彰
者
・
入
選
者
（
敬
称
略
）】

●
団
長
表
彰
（
勤
続
５
年
）

　

川
渕　
　

忍　
　

中
野　

正
史　

　

掛
碆　

純
一　
　

岡
林　

享
也

　

中
茂　

篤
志　
　

本
田　

俊
章

●
町
長
表
彰
（
勤
続
10
年
）

　

塩
田　
　

尚　
　

亀
山　

欣
克

　

岡
田　

忠
明　
　

松
井　

鶴
一

●
永
年
勤
続
家
族
表
彰
（
勤
続
20
年
）

　

大
北　

敬
子　
　

森
田
美
智
子

●
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
入
選
者

▽
香
川
県
知
事
賞

　

小
林　

梨
花
（
豊
原
小
学
校
５
年
）

▽
香
川
県
消
防
協
会
会
長
賞

　

今
井　

厘
玖
（
豊
原
小
学
校
４
年
）

▽
香
川
県
幼
少
年

　
　
　
　

 

婦
人
防
火
委
員
会
会
長
賞

　

樋
笠　

莉
香
（
四
箇
小
学
校
１
年
）

平
成
26
年 

消
防
出
初
式

平
成
25
年
度 

成
人
式

◇
今
年
の
新
成
人
◇

　
平
成
４
年
４
月
２
日
～

　
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
　
２
２
２
名

　
　
　
（
男
１
１
８
名
・
女
１
０
４
名
）

◇
成
人
式
出
席
者
◇

　
　
１
４
９
名

　
　
　
（
男
８
７
名
・
女
６
２
名
）

　

１
月
12
日
、
町
民
会
館
を
会
場
に
『
平

成
25
年
度
成
人
式
』
が
開
催
さ
れ
、
新
成

人
２
２
２
名
の
門
出
を
多
く
の
方
々
が
祝

福
・
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
人
式
で
は
、
新
成
人
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
・
進
行

を
行
い
、
中
学
時
代
の
修
学
旅
行
や
ク
ラ

ブ
活
動
の
写
真
、
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
な
ど
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
上
映
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
新
成
人
の
代
表
よ
り
、
誓

い
の
こ
と
ば
や
20
年
間
の
感
謝
の
気
持
ち

が
述
べ
ら
れ
、
大
人
と
し
て
の
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
記
念
撮
影
や
淡
交
会
青
年

部
に
よ
る
呈
茶
が
行
わ
れ
、
旧
友
と
の
再
会

を
喜
び
な
が
ら
、
晴
れ
着
姿
の
写
真
を
撮
影

す
る
な
ど
、
会
場
は
賑
や
か
で
華
や
か
な
ム

ー
ド
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

消防出初式・成人式
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●
３
月
21
日
㈮

　
ピ
ア
ノ
発
表
会

　

開
場
９
時
30
分 

開
演
10
時
00
分

●
３
月
22
日
㈯

　
ピ
ア
ノ
発
表
会

　

開
場
13
時
00
分 

開
演
13
時
30
分

●
３
月
23
日
㈰

　
せ
せ
ら
ぎ
会

　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　

開
場
8
時
30
分 

開
演
９
時
30
分

●
３
月
27
日
㈭

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
録
画

　『
ご
き
げ
ん
歌
謡
笑
劇
団
』

　

開
場
17
時
45
分 

開
演
18
時
30
分

　

※
入
場
整
理
券
が
必
要

●
３
月
30
日
㈰

　
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　

開
場
12
時
00
分 

開
演
12
時
30
分

◇
ロ
ビ
ー
展
示
の
ご
案
内
◇

●
ひ
な
祭
り
絵
手
紙
教
室
展

　

期
間
＝
３
月
16
日
ま
で

　
　
　

  （
中
央
公
民
館
他

　
　
　
　

浜
田
澄
子
公
認
講
師
）

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
民
会
館☎

33-

３
３
３
０

■
桃
陵
大
学
３
月
行
事

【
運
営
委
員
会
】

①
日
時
＝
３
月
７
日
㈮
／
10
時

　

行
事
＝
桃
陵
大
学
運
営
委
員
会

　

場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
３
月
28
日
㈮
／
10
時

　

行
事
＝
桃
陵
大
学
修
了
式

　

場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

■
老
人
ク
ラ
ブ
３
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
３
月
28
日
㈮
／
13
時
30
分

　

行
事
＝
多
度
津
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
理
事
会

　

場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
３
月
29
日
㈯
／
９
時
30
分

　

行
事
＝
会
計
監
査
・
役
員
会

　

場
所
＝
中
央
公
民
館
２
階

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
３
月
21
日
㈮

　

行
事
＝
春
の
彼
岸
参
り

（
単
位
ク
ラ
ブ
ご
と
に
）

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
３
月
12
日
㈬
／
９
時

　

行
事
＝
友
愛
訪
問

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
３
月
22
日
㈯
／
10
時

　

行
事
＝
白
方
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
役
員
会

　

場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
讃
岐
彫

▽
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

▽
期
間
＝
３
月
１
日
㈯
～
31
日
㈪

／
８
時
30
分
～
17
時

※
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り

■
老
人
健
康
施
設（
湯
楽
里
）

３
月
行
事

４
日
㈫
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

５
日
㈬
う
た
声
喫
茶
／
13
時
30
分

７
日
㈮
あ
ん
ま
／
13
時

10
日
㈪
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　

体
い
き
い
き
体
操

／
10
時
30
分

11
日
㈫
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　

／
11
時
30
分

　
　
　

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

12
日
㈬
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

14
日
㈮
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　

リ
ン
パ
整
体
／
13
時

17
日
㈪
体
い
き
い
き
体
操

／
10
時
30
分

18
日
㈫
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　

あ
ん
ま
／
13
時

19
日
㈬
め
が
ね
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

／
９
時
30
分

　
　
　

う
た
声
喫
茶
／
13
時
30
分

20
日
㈭
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

／
12
時
30
分

24
日
㈪
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

25
日
㈫
白
方
児
童
館
交
流
会

／
11
時
15
分

　
　
　

社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

26
日
㈬
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

　
　
　

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

／
10
時
30
分

27
日
㈭
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

28
日
㈮
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　

お
話
し
会
／
13
時
15
分

●
買
物
ツ
ア
ー
／
14
時

　

５
日
㈬
・
11
日
㈫
・
19
日
㈬
・

　

25
日
㈫

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32-

８
５
０
１

■
『
ひ
だ
ま
り
』
３
月
講
習

●
４
日
㈫
／
10
時
～
11
時
30
分

　『
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
』

　

▽
講
師
＝
塚
本　

正
彦
先
生

【
問
合
せ
】

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
33-

４
７
５
５

　

た
ど
つ
シ
ル
バ
ー『
ひ
だ
ま
り
』

☎
33-

４
７
６
０

■
町
民
会
館
催
し
物
案
内

●
３
月
２
日
㈰

　
東
京
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
管
弦
楽
団

　『
弦
楽
四
重
奏
』

　

開
場
13
時
30
分 

開
演
14
時
00
分

●
３
月
８
日
㈯

　
尽
誠
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
魁

　

開
場
13
時
00
分 

開
演
13
時
30
分

　

ホ
ワ
イ
エ
展
示
／
10
時
30
分
～

●
３
月
９
日
㈰

　
チ
ャ
イ
ル
ド

　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　

開
場
９
時
30
分 

開
演
10
時
00
分

●
３
月
16
日
㈰

　
せ
せ
ら
ぎ
会

　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　

開
場
8
時
30
分 

開
演
９
時
30
分

文化教養・スポーツ

文 

化 
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■
た
ど
つ
歌
檀
（
第
64
回
）

横
山
　
文
雄
　
選

【
第
一
席
】

師
の
遺
志
を
つ
ぎ
し
一
冊
軽
く
と

も
思
い
は
熱
き
合
同
歌
集

丸
亀
市　
　
　

田
中　

純
子

〔
評
〕
こ
の
作
品
は
、｢
現
代
短
歌

の
会｣

の
作
品
集
「
桜
川
」
№

６
の
こ
と
を
詠
ま
れ
た
重
い
短

歌
で
師
で
あ
る
堤
艶
子
氏
を
偲

ば
れ
る
思
い
の
籠
め
ら
れ
た
佳

什
で
あ
る
。｢

思
い
は
熱
し｣

の

方
が
、
深
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

【
第
二
席
】

子
に
頼
る
気
持
ち
無
け
れ
ど
子
が

居
る
は
心
豊
か
に
老
い
の
明
け
暮
れ

寿　

町　
　
　

髙
田　
　

匡

〔
評
〕
老
夫
婦
の
お
二
人
と
も
病

ま
れ
て
い
る
様
で
す
が
自
己
の

心
情
を
率
直
に
吐
露
さ
れ
た
秀

作
で
、
心
打
た
れ
る
も
の
が
あ

っ
た
。｢

心
豊
か
ぞ｣ 

と
さ
れ
た

ら
思
い
が
よ
く
徹
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

【
第
三
席
】

鴎
舞
ふ
港
に
淡
き
冬
の
虹
潮
の
香

流
る
瀬
戸
の
夕
ぐ
れ

東　

浜　
　
　

西
本　

美
子

〔
評
〕
叙
景
歌
な
が
ら
的
確
に
情

景
を
把
握
さ
れ
て
「
冬
の
港
の

虹
」
を
味
わ
い
深
く
描
出
さ
れ

た
好
作
で
し
た
。

【
佳
　
作
】

わ
が
生
き
は
人
と
比
べ
ず
ひ
と
す

じ
に
思
い
迷
わ
ず
荷
物
に
な
ら
ず

葛　

原　
　
　

邨
田　

久
美

【
佳
　
作
】

一
人
逝
き
二
人
葬お
く

り
て
残
さ
る
る

け
は
し
さ
身
に
し
む
年
経
る
ご
と

に

葛　

原　
　
　

貞
廣　

昭
美

■
次
回
た
ど
つ
歌
檀

第
65
回
短
歌
作
品
募
集

▽
題
名
＝
題
は
自
由
と
す
る

▽
選
者
＝
香
川
県
歌
人
協
会

　
　

副
理
事
長　

横
山
文
雄
さ
ん

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作

品
（
未
発
表
作
品
三
首
ま
で
を

楷
書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所

③
氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
下
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝

　
　

平
成
26
年
４
月
15
日
㈫
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）】

　

多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

　

 

（
〒
７
６
４-

０
０
１
１

　
　
　

多
度
津
町
栄
町
３-

１-

９
）

☎
33-

０
７
６
０

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
第
13
回
Ｊ
Ａ
杯
・
第
85
回
春
季

多
度
津
Ｇ
Ｇ
大
会
（
１
月
18
日

／
四
箇
小
学
校
運
動
場
）

最
優
秀
賞
＝
野
間　

翠

優　

勝
＝
田
村
美
千
子

準
優
勝
＝
松
井　

勝
己

３　

位
＝
西
村
ト
キ
エ

●
多
度
津
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

　
ル
大
会
（
１
月
19
日
／
町
民
体

　
育
館
）

【
レ
デ
ィ
ー
ス
Ａ
】

　

優　

勝
＝
Ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
’ｓ

　

準
優
勝
＝
キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ハ
ニ
ー

◆ 白方幼稚園に『カマタマーレ讃岐スポーツキャラバン』が来てくれました！ ◆

【
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｂ
】

　

優　

勝
＝
セ
シ
ル

　

準
優
勝
＝
キ
ン
ダ
ー
ガ
ー
テ
ン

■
３
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
年
度
末
親
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　

▽
日
時
＝
15
日
㈯
／
８
時
30
分

　

▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
柔
道
審
判
講
習
会

　

▽
日
時
＝
16
日
㈰
／
12
時

　

▽
場
所
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
第
24
回
多
度
津
町
体
操
競
技
大
会

　

▽
日
時
＝
20
日
～
23
日

　

▽
場
所
＝
町
民
体
育
館
・

　
　
　
　
　

第
二
体
育
館

●
６
年
生
お
別
れ
サ
ッ
カ
ー
大
会

　

▽
日
時
＝
21
日
㈮
／
９
時

　

▽
場
所
＝
多
度
津
山
サ
ッ
カ
ー
場

●
西
日
本
公
立
工
業
高
校

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　

▽
日
時
＝
23
日
㈰
／
８
時
30
分

　

▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　地域貢献活動およびホームタウン活動の一環として行われている『カマタマーレ
讃岐』のスポーツキャラバンが、白方幼稚園にやってきました。園児の皆さんは、
中島コーチ・齊藤コーチ
と一緒に、ボール遊び・
シュートゲームなどをし
て仲良く遊びました。最
後に園児の皆さんから、
Ｊ ２ 昇 格 の お 祝 い メ ッ
セージが贈られました。

文化教養・スポーツ

ス
ポ
ー
ツ
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■
『
小
さ
な
親
切
』
作
文
紹
介

●
『
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

　
　
支
え
ら
れ
て
育
つ
地
域
の

　
　
子
ど
も
た
ち
』

多
度
津
町
立
白
方
小
学
校

校
長
　
山
本
　
明
男

　

本
校
で
は
毎
年
「
西
白
方
の
浜

ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
海
岸
寺
の
海
水
浴
場
と
し
て

か
つ
て
賑
わ
っ
た
海
岸
の
清
掃
を

す
る
も
の
で
、
30
年
以
上
継
続
し

て
き
て
い
る
伝
統
行
事
で
す
。
小

学
校
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の

方
々
や
幼
稚
園
・
保
育
所
に
も
協

力
を
い
た
だ
い
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
地
元
を
見
直
す
機
会
で
あ
り
、

交
流
の
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
特
徴
は
学
校
坂
道
で
す
。

そ
の
入
口
の
門
柱
の
表
札
が
昨
年

新
し
く
な
り
ま
し
た
。「
た
ど
つ

木
彫
研
究
会
・
桃
陵
彫
」
の
方
々

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
本
校
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
り
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

朝
の
交
通
指
導
、
読
み
聞
か
せ
、

交
通
教
室
、
自
転
車
教
室
、
坂
道

の
清
掃
、
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
の

指
導
、
う
ど
ん
教
室
な
ど
な
ど
で

す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
、
地
域
の

皆
さ
ま
や
各
種
団
体
の
方
々
、
多

数
の
温
か
い
思
い
に
支
え
ら
れ
て

学
校
生
活
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
こ
と
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
生
活
の
中
で
も
、
子
ど
も

た
ち
は
た
く
さ
ん
の
小
さ
な
親
切

を
実
践
し
、
ま
た
触
れ
な
が
ら
生

活
し
て
い
ま
す
。
花
壇
に
水
を
や

っ
て
く
れ
た
り
、
け
が
を
し
た
ら

保
健
室
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

り
、
一
人
で
い
た
ら
大
丈
夫
？
と

声
を
か
け
た
り
、
子
ど
も
た
ち
同

士
の
学
校
生
活
の
中
に
も
た
く
さ

ん
の
小
さ
な
親
切
が
あ
り
ま
す
。

『
人
は
や
さ
し
く
さ
れ
る
と

　
　

人
に
や
さ
し
く
で
き
る
』

と
言
わ
れ
ま
す
。
小
さ
な
親
切
の

や
さ
し
さ
が
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
広
げ
ま
す
。

　

一
方
、
子
ど
も
た
ち
の
規
範
意

識
を
育
て
る
こ
と
も
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
危
な
い
こ
と
を
し
て
い
た
ら

注
意
し
て
教
え
る
こ
と
も
大
切
な

親
切
運
動
で
す
。

　

引
き
続
き
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
を
や
さ
し
く
強
く
見
守
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
善
　
意
（
１
月
分
）
敬
称
略

●
『
小
さ
な
親
切
』
運
動

多
度
津
町
支
部

石
川
千
代
子
（
西
白
方
）

秋
山　

加
代
（
見　

立
）

塩
田　

岑
子
（
三　

井
）

伊
藤　

嘉
子
（
桜　

川
）

大
西　

正
輝
（
家　

中
）

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

矢
野　

正
則
（
道
福
寺
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム『

桃
陵
苑
』

松
田
シ
ヅ
ヱ
（
佐　

柳
）

山
崎
生
花
店
、
多
度
津
商
工
会

議
所
女
性
会
、
多
度
津
町
生
活

研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
、

Ｊ
Ａ
多
度
津
女
性
部
、
ひ
ま
わ

り
の
会
、
す
い
せ
ん
の
会
、
多

度
津
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
、
多
度
津
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
同
好
会
、
多
度
津
理
容
組
合
、

香
川
県
共
同
募
金
会
、
高
木
薬

品
㈱

●
社
会
福
祉
施
設『

ふ
れ
あ
い
の
家
』

安
藤　

幸
洋
（
幸　

町
）

植
田　

琴
美
（
家　

中
）

久
山
奈
保
子
（　

庄　

）

吉
田　

茂
昭
（
桜　

川
）

久
光　

政
弘
（
三
豊
市
）

読
み
き
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
多

度
津
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
（
四
箇
Ｆ
）

■ゴールを目指して！ 町内の小学校で『マラソン大会』
　町内の小学校で『マラソン大会』が行われました。児童の皆さんは、寒さに負けずゴールを目指して元気に走りました。

▲西白方の浜クリーン作戦

▲新調された小学校の表札

スポーツ・親切・人権
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● 幼稚園児が音楽劇を鑑賞 ● 四箇小学校で『どんど焼き』

● 四箇幼稚園で『収穫祭』

● 豊原保育所『お正月あそび』

　香川短期大学の音楽ゼミの方々によ
る音楽劇が開催され、町内の幼稚園の
園児が、多度津幼稚園遊戯室に集まり
ました。
　園児の皆さんは、大学生の方々の音
楽劇や紙芝居の世界に引き込まれ、真
剣に鑑賞しました。最後は、手拍子を
しながら歌を歌ったり踊りをして盛り
上がった後、大学生の皆さんにお礼の
あいさつをしました。

　１月１５日、四箇小学校の児童と四箇幼稚園・三井保育所の園児が『ど
んど焼き』を行いました。
　最初に、小学校児童より、どんど焼き・お雑煮・カルタなど、各班
ごとに分かれて調べたお正月行事
の由来・習わしなどの発表をした
後、運動場で『どんど焼き』を行
いました。
　子どもたちは、焼きみかんを食
べて、火の周りで温まりながら、
「今年一年、健康で元気に過ごせ
ますように！」と祈願しました。

　２月４日、四箇幼稚園で『収穫祭』が行われました。
　これは年間を通じて、地域の皆さんや保護者の方々にご協力いただ
きながら育ててきた野菜を使って料理を作ることにより、食べ物に対
する感謝とご協力いただいた方々へのお礼の気持ちを込めて行われて
いるものです。
　園児の皆さんは、火吹き竹を使ってお米を炊くことで、昔の人の炊
事の大変さを感じたようです。出来あがった料理は、お世話になった
方々と一緒に美味しくいただきました。

　園児・学童・地域の親子が一緒になり、園全体でお正月あそびを楽しみました。
　凧やけん玉は、自分用
を作成。大きな子に手伝
ってもらいながらの凧あ
げは、うまく上がり満足
そのもの。
　また、福笑いやすごろ
く等のコーナーでは、分
からないところは教えて
もらいながら、楽しいひ
とときを過ごしました。

まちかどズーム
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《
表
　
彰
》

■
丸
亀
警
察
署
部
外
功
労
者
表
彰

　

丸
亀
警
察
署
で
は
、
管
内
の
丸

亀
市
・
多
度
津
町
に
お
い
て
、
平

成
25
年
中
に
少
年
健
全
育
成
活
動
、

交
通
安
全
活
動
、
警
察
施
設
の
環

境
美
化
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
個

人
５
名
と
１
団
体
に
対
し
て
、
１

月
14
日
、
竹
林
丸
亀
警
察
署
長
よ

り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
次
の
３
名
の

方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

●
交
通
安
全
功
労
者

　

多
度
津
交
通
安
全
協
会
理
事

　
　
　
　
　
　
　

數
馬　

政
彦
氏

●
少
年
健
全
育
成
活
動
功
労

　

丸
亀
地
区
少
年
警
察

　
　
　

補
導
員　

大
山
扶
美
代
氏

　
　
　

補
導
員　

石　

京
子
氏

■
平
成
25
年
度

香
川
県
健
康
教
育
関
係
表
彰

◇
多
度
津
町
立
四
箇
幼
稚
園

◇
多
度
津
町
立
多
度
津
小
学
校

　

平
成
26
年
１
月
23
日
、
香
川
県

庁
に
て
、『
平
成
25
年
度
香
川
県

健
康
教
育
関
係
表
彰
式
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
式
典
で
は
、
香
川

県
教
育
委
員
会
教
育
長
表
彰
「
特

色
あ
る
体
力
づ
く
り
推
進
学
校
」

と
し
て
多
度
津
町
立
四
箇
幼
稚
園

（
塩
田
節
子
園
長
）
が
、
香
川
県

学
校
保
健
会
会
長
表
彰
「
特
色
あ

る
健
康
づ
く
り
実
践
学
校
」
と
し

て
多
度
津
町
立
多
度
津
小
学
校

（
竹
森
正
博
校
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
式
は
、
幼
稚
園
お
よ

び
小
・
中
学
校
等
に
お
い
て
、
体

育
・
保
健
・
安
全
・
給
食
に
関
す

る
教
育
実
践
を
行
い
、
優
れ
た
業

績
を
あ
げ
て
い
る
学
校
等
お
よ
び

学
校
保
健
教
育
の
た
め
に
特
に
貢

献
し
た
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

今
回
、
四
箇
幼
稚
園
お
よ
び
多
度

津
小
学
校
で
の
活
動
事
例
が
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
に
て
非
常
に
優
れ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
た
た
め
、
表
彰

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

《
お
知
ら
せ
》

■
年
度
末
、
住
民
課
窓
口
を

『
休
日
開
庁
』
し
ま
す

　

入
学
や
就
職
・
転
勤
等
で
皆
さ

ま
が
新
生
活
の
準
備
を
行
う
年
度

末
の
休
日
、
住
民
課
窓
口
を
開
庁

し
、
転
入
・
転
出
届
の
受
付
等
を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
実
施
業
務
以
外
は

行
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
次
の
業
務

で
も
一
部
対
応
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▽
開
庁
日
時
＝

　

３
月
30
日
㈰

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

▽
実
施
業
務
＝

　

①
住
民
異
動
届
の
受
付

　
　
（
転
入
・
転
出
・
転
居
等
）

　

②
各
種
証
明
書
の
発
行

　
　
（
住
民
票
の
写
し
・
戸
籍
謄

　
　

 

抄
本
・
税
務
証
明
・
印
鑑

　
　

 
証
明
等
）

　

③
国
民
健
康
保
険
の
資
格
取
得

　
　

・
喪
失
等

　

④
印
鑑
登
録

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
住
民
課　

住
民
係

☎
33-

４
４
８
０

■
青
木
北
山
獅
子
組
が

獅
子
と
太
鼓
を
整
備

　

青
木
北
山
獅
子
組
（
進
藤
広
規

代
表
）
で
は
、
獅
子
と
太
鼓
の
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
集
会
施
設
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の
整
備

等
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

社
会
の
健
全
な
発

展
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る

た
め
に
整
備
し
た

も
の
で
す
。

（前列右から３番目が數馬氏、
  前列左から２番目が大山氏、
  前列左端が 石氏）

◇ たどつさくらまつり・たどつ全国凧あげ大会　４月６日（日）同日開催！◇ 

★ 平成２６年度『たどつさくらまつり』
★ 第２１回『たどつ全国凧あげ大会』

【日　時】４月６日（日）／９時３０分～１４時
【場　所】多度津山サッカー場
　　　　  （※雨天の場合は、多度津町民会館で開催）

【問合せ】多度津町産業課（多度津町観光協会事務局）　☎３３‐ １１１３

お知らせ・募集

10



■
『
臨
時
福
祉
給
付
金
』
等
の

給
付
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
の
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
、低
所
得
者
に
対
し
て『
臨

時
福
祉
給
付
金
』、
子
育
て
世
帯

に
対
し
て
『
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
』
が
、
平
成
26
年
度
中
に

支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

●
臨
時
福
祉
給
付
金

◎
平
成
26
年
１
月
１
日
に
多
度
津

町
内
に
住
民
票
の
あ
る
人

◎
平
成
26
年
度
住
民
税
が
非
課
税

の
人
（
た
だ
し
、「
平
成
26
年

度
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

人
の
扶
養
親
族
」
は
除
く
）

◎
生
活
保
護
制
度
内
で
対
応
さ
れ

る
被
保
護
者
等
で
な
い
人

　

以
上
３
つ
の
条
件
を
満
た
す
人

一
人
に
つ
き
１
万
円
（
加
算
対
象

者
に
は
１
万
５
千
円
）
を
、
そ
の

世
帯
主
に
支
給
す
る
予
定
で
す
。

●
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

◎
多
度
津
町
内
に
お
い
て
平
成
26

年
１
月
分
児
童
手
当
等
の
受
給

対
象
ま
た
は
平
成
26
年
１
月
１

日
生
ま
れ
で
平
成
26
年
２
月
分

児
童
手
当
等
の
受
給
対
象
で
あ

る
児
童

◎
『
臨
時
福
祉
給
付
金
』
の
支
給

対
象
と
な
ら
な
い
児
童

◎
生
活
保
護
制
度
内
で
対
応
さ
れ

る
被
保
護
者
等
で
な
い
児
童

　

以
上
３
つ
の
条
件
を
満
た
す
児

童
一
人
に
つ
き
１
万
円
を
、
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
児
童
手
当

受
給
者
に
支
給
す
る
予
定
で
す
。

※
た
だ
し
、
児
童
手
当
受
給
者
の

方
の
平
成
25
年
中
所
得
が
、
児

童
手
当
の
所
得
制
限
額
を
超
え

る
と
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

　

ど
ち
ら
の
給
付
金
に
つ
い
て
も
、

平
成
26
年
度
の
住
民
税
額
が
確
定

す
る
６
月
以
降
に
、
制
度
の
ご
案

内
を
す
る
予
定
で
す
。

◇
振
り
込
み
詐
欺
等
に
ご
注
意
を

　

ま
だ
支
給
手
続
き
の
詳
細
が
決

ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
現
時
点
で

制
度
の
案
内
と
称
し
、
訪
問
・
手

紙
・
電
話
等
で
銀
行
口
座
の
番
号

を
お
聞
き
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
金
を
振
り

込
ん
で
も
ら
う
よ
う
な
お
願
い
を

す
る
こ
と
は
、
決
し
て
あ
り
ま
せ

ん
。
給
付
金
を
よ
そ
お
っ
た
、
振

り
込
み
詐
欺
や
個
人
情
報
の
搾
取

に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
税
申
告
の
お
願
い

　

給
付
金
の
申
請
時
に
、
所
得
税

や
住
民
税
に
つ
い
て
未
申
告
の
ま

ま
の
場
合
、
支
給
要
件
が
判
断
で

き
ず
、
給
付
金
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
確
定
申
告
の

必
要
が
無
い
方
に
つ
い
て
も
、
町

県
民
税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
福
祉
保
健
課（
制
度
）

☎
33-

４
４
８
８

　

多
度
津
町
税
務
課
（
税
申
告
）

☎
33-

１
１
１
８

■
香
川
運
輸
支
局
か
ら
お
願
い

　

年
度
末
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す

の
で
、
自
動
車
の
検
査
・
廃
車
・

名
義
変
更
は
、
お
早
め
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

◎
香
川
運
輸
支
局
（
検
査
関
係
）

　

☎
０
８
７-

８
８
２-
１
３
５
５

◎
香
川
運
輸
支
局
（
登
録
関
係
）

　

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
７
５

◎
軽
自
動
車
検
査
協
会
（
軽
自
動
車
）

　

☎
０
８
７-

８
７
０-

６
６
７
６

◎
香
川
県
県
税
事
務
所
（
自
動
車
税
）

　

☎
０
８
７-

８
８
１-

３
８
５
８

■
中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合
か
ら

お
知
ら
せ

●
三
豊
市
の
し
尿
等
の

受
入
処
理
に
つ
い
て

　

三
豊
市
の
し
尿
と
浄
化
槽
汚
泥

を
、『
瀬
戸
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
』

で
受
入
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
搬
入
開
始
日
＝
４
月
１
日
㈫

▽
搬
入
日
＝
土
日
祝
祭
日
お
よ
び

　
　
　
　

年
末
年
始
を
除
く
平
日

▽
搬
入
時
間
＝
８
時
30
分
～
16
時

▽
搬
入
場
所
＝
多
度
津
町
堀
江

　
　
　
　
　
　
　

５
丁
目
11
番
地

瀬
戸
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

▽
搬
入
予
定
台
数
＝
約
45
台
／
日

【
問
合
せ
】

　

瀬
戸
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
33-

２
７
１
１

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
工
房
の
休
館
に
つ
い
て

　

ご
み
処
理
施
設
受
変
電
設
備
の

点
検
・
整
備
に
よ
る
全
館
停
電
の

た
め
、
３
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰
は

休
館
し
ま
す
。

（
３
月
10
日
㈪
は
休
館
日
）

●
春
休
み
！

　
　
掘
り
出
し
物
を

　
　
　
　
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

　『
屋
内
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
』

　

春
休
み
に
『
屋
内
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
』（
約
30
店
舗
）
を
開
催

し
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
小
物
販
売
、

ガ
ラ
ス
製
品
特
別
セ
ー
ル
、
エ
コ

丸
工
房
ス
タ
ッ
フ
手
作
り
作
品
販

売
、
丸
亀
市
立
中
央
図
書
館
リ
ユ

ー
ス
図
書
販
売
な
ど
。
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
３
月
30
日
㈰

　
　
　
　

９
時
30
分
～
13
時
00
分

▽
場
所
＝
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

※
３
月
29
日
㈯
は
、
開
催
準
備
の

　

た
め
休
館
し
ま
す
。

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　

足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）。

桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
３
月
の
実
施
は
、
16
日
・
23
日

※
予
約
が
必
要

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

☎
56-

１
１
４
４

お知らせ・募集
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■
ご
存
知
で
す
か
？
国
民
年
金

　『
退
職
に
よ
る
特
例
免
除
』

　『
学
生
納
付
特
例
制
度
』

●
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免
除

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な
ど

の
被
用
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
を
除
き
、
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な
ど

に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
国
民
年

金
第
二
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入

し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
社
に
勤
め
て
い
る
と
き
は
厚

生
年
金
保
険
の
適
用
を
う
け
て
い

ま
す
が
、
退
職
し
た
場
合
、
第
一

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

扶
養
配
偶
者
の
方
も
加
入
種
別
が

第
三
号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号
被

保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

　

第
一
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
場

合
、「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別

変
更
（
第
一
号
被
保
険
者
該
当
）

届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
年
金

手
帳
を
持
参
の
う
え
、
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

の
免
除
制
度
は
、
前
年
の
所
得

を
も
と
に
し
ま
す
が
、
前
年
度

ま
た
は
当
年
度
に
会
社
を
離
職

し
、
失
業
し
て
い
る
こ
と
が
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
に
よ

り
確
認
で
き
る
場
合
は
、
特
例

的
に
本
人
の
所
得
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
免
除
が
認
め
ら
れ
ま

す
。（
配
偶
者
や
世
帯
主
に
所

得
が
あ
る
と
き
は
免
除
が
認
め

ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

※
保
険
料
免
除
を
希
望
す
る
方
は
、

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納

付
猶
予
申
請
書
」
の
提
出
が
必

要
で
す
の
で
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
等
の
写
し
を
持
参
の

う
え
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
に
な
る
と
、
学
生
も
国
民

年
金
へ
の
加
入
お
よ
び
保
険
料
納

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
生
の
方
は
一
般
的
に
収
入
が
少

な
い
た
め
、
在
学
中
の
保
険
料
を

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
後
払
い
で

き
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
学
生
は
、

大
学
、
専
門
学
校
、
各
種
学
校
等

の
定
め
ら
れ
た
教
育
施
設
に
在
学

し
て
い
て
、
学
生
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
方
で
す
。

　

申
請
手
続
き
は
、
住
民
票
の
あ

る
市
町
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
、

学
生
証
、
年
金
手
帳
等
を
持
参
し

て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

手
続
き
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

　

承
認
期
間
は
、
４
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
で
す
。
前
年
度
承
認
を

受
け
て
い
る
方
で
も
、
今
年
度
も

申
請
す
る
場
合
は
再
度
申
請
が
必

要
で
す
。

　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
、
事

故
や
病
気
に
よ
る
障
害
、
死
亡
等

の
「
万
一
の
場
合
」
を
保
障
す
る

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
は
、
受
給

資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
の
計
算
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。
承
認
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
追
納
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
に
よ
り
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算

に
反
映
さ
れ
ま
す
の
で
、
卒
業
後

は
必
ず
追
納
し
ま
し
ょ
う
。

※
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
３

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
、

経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

善
通
寺
年
金
事
務
所

☎
62-

１
６
６
０

◇◆◇ 地域ぐるみで児童虐待防止を ◇◆◇
子どもたちの健やかな成長をそこない、長期にわたって心身に影響を与えるのが『虐待』です。
子どもへの虐待は、子育て中の親はもちろん、地域全体で取り組んでいく課題です。

「地域の子どもを守る」視点で、子どもの虐待について一緒に考えていきましょう。
★子どもを虐待から守る５か条

①「おかしい」と感じたら迷わず連絡
②「しつけのつもり」は言い訳（子どもの立場で判断）
③ひとりで抱え込まない（あなたにできることから実行しましょう）
④親の立場より子どもの立場（子どもの命が最優先）
⑤虐待はあなたの周りでも起こりうる（特別なことではありません）

★もしかして虐待？と思ったら ･･･
虐待は、どの家庭にも起こりうることです。
近所の家庭の様子がおかしいなと思ったときは、迷わず相談・連絡してください。

（相談者のプライバシーは守られます）
【問合せ】
保健センター　☎３２－８５００　　県西部子ども相談センター　☎２４－３１７３
福祉保健課　　☎３３－４４８８　　県子ども女性相談センター　☎０８７－８６２－８８６１
町教育委員会　☎３３－０７００　　お住まいの地区の民生委員、主任児童委員

オレンジリボンを知っていますか？
子どもたちの開かれた未来を意味するオ
レンジ色のリボンには、「子ども虐待の
ない社会の実現を目指す」というメッ
セージが込められています。

お知らせ・募集
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■
身
体
・
精
神
・
知
的
障
害
者
の

　
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の

　
減
免
制
度
の
改
正
等
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
々
の

社
会
参
加
を
よ
り
一
層
支
援
し
て

い
く
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
障
害
者
の

日
常
生
活
（
買
物
・
交
流
活
動
等
）

の
た
め
に
、
家
族
等
の
方
が
週
１

回
程
度
、
障
害
者
と
同
乗
し
て
自

動
車
を
運
転
す
る
場
合
も
申
請
に

よ
り
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税

を
減
免
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
自
動
車
税
の
減
免

申
請
は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
28

日
（
土
日
祝
日
を
除
く
）
ま
で
、

県
税
事
務
所
自
動
車
税
課
で
受
付

を
し
て
い
ま
す
が
、
次
の
と
お
り

臨
時
の
『
出
張
受
付
』
を
行
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
場
所
＝
中
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

▽
受
付
日
時
＝

　

４
月
９
日
㈬
・
４
月
16
日
㈬
・

　

５
月
14
日
㈬
／
９
時
～
16
時

※
自
動
車
の
所
有
名
義
が
３
月

末
日
で
身
体
障
害
者
本
人
で
あ

る
こ
と
等
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
要
件
は
、
事
前
に
香
川

県
県
税
事
務
所
自
動
車
税
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

県
税
事
務
所　

自
動
車
税
課

　

☎
０
８
７-

８
０
６-

０
３
１
４

　

中
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

☎
62-

９
６
１
０

■
『
第
39
回
子
ど
も
会
作
品
募
集
』

優
秀
作
品
発
表

　

多
度
津
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
（
中
野
正
史
会
長
）
主
催

に
よ
る
『
子
ど
も
会
作
品
募
集
』

に
、
町
内
の
小
学
生
か
ら
45
作
品

の
応
募
が
あ
り
、
次
の
皆
さ
ん
の

作
品
が
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

●
最
優
秀
賞

　

▽
大
平　

梓
乃
（
多
度
津
小
２
年
）

●
優
秀
賞

　

▽
土
田　

怜
奈
（
多
度
津
小
３
年
）

　

▽
森
口　

咲
楽
（
多
度
津
小
１
年
）

　

▽
豊
嶋　

藍
司
（
豊
原
小
３
年
）

　

▽
安
岡　

咲
良
（
四
箇
小
４
年
）

　

▽
森　
　

泰
誠
（
白
方
小
６
年
）

■
香
川
県
パ
ス
ポ
ー
ト

　
セ
ン
タ
ー
よ
り
お
知
ら
せ

　

今
ま
で
、
結
婚
な
ど
に
よ
り
、

有
効
な
パ
ス
ポ
ー
ト
の
氏
名
や
本

籍
に
変
更
が
あ
っ
た
方
は
、
パ
ス

ポ
ー
ト
を
新
規
に
切
り
替
え
て
申

請
し
て
い
た
だ
く
か
、「
記
載
事

項
の
訂
正
」
と
い
う
制
度
を
利
用

い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
26
年
３
月
20
日

か
ら
は
、
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

「
記
載
事
項
の
訂
正
」
の
制
度
が

廃
止
さ
れ
、「
記
載
事
項
変
更
旅

券
」
と
い
う
新
た
な
方
式
の
パ
ス

ポ
ー
ト
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
記
載
事
項
変
更
旅
券
」
に
は
、

変
更
後
の
氏
名
・
本
籍
が
顔
写
真

の
ペ
ー
ジ
や
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
反
映

さ
れ
て
お
り
、
変
更
前
の
パ
ス
ポ

ー
ト
と
有
効
期
間
満
了
日
が
同
じ

に
な
り
ま
す
が
、
申
請
か
ら
受
け

取
り
ま
で
に
約
１
週
間
（
申
請
場

所
に
よ
り
異
な
る
）
か
か
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
旅
券
の
発
行
手
数

料
は
、
６
０
０
０
円
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
香
川
県
パ
ス
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

香
川
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７-

８
２
５-

５
１
１
１

■
４
月
か
ら『
防
災
情
報
メ
ー
ル
』

　
配
信
ス
タ
ー
ト

　
～
避
難
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス

登
録
者
は
再
登
録
を
～

　

市
町
が
発
表
す
る
避
難
勧
告
な

ど
の
避
難
情
報
を
登
録
者
に
メ
ー

ル
配
信
す
る
『
避
難
情
報
配
信
サ

ー
ビ
ス
』
が
、
４
月
か
ら
『
防
災

情
報
メ
ー
ル
』
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
。
避
難
情
報
に
加
え
て
防
災

に
役
立
つ
気
象
情
報
な
ど
も
配
信

し
、
よ
り
充
実
し
た
情
報
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
情
報
メ
ー
ル
へ
の
新
規
登

録
は
４
月
か
ら
に
な
り
ま
す
が
、

す
で
に
避
難
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
方
も
、
再
登
録

が
必
要
で
す
。
登
録
者
向
け
に
送

信
さ
れ
る
再
登
録
案
内
メ
ー
ル

（
３
月
下
旬
を
予
定
。
複
数
の
市

町
を
登
録
し
て
い
る
方
は
案
内
メ

ー
ル
が
重
複
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）
に
従
っ
て
、
ご
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。
ア
ド
レ
ス
を
変
更
し

た
り
、
携
帯
電
話
の
受
信
設
定
が

変
わ
っ
た
場
合
、
再
登
録
案
内
メ

ー
ル
が
受
信
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
を
変
更
し
た
方
、
端
末

を
買
い
替
え
た
方
は
、
メ
ー
ル
受

信
設
定
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

避
難
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
登

録
し
て
い
な
い
方
も
、
こ
の
機
会

に
、
ぜ
ひ
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。
再
登
録
案
内
メ
ー
ル
は
３
月

15
日
時
点
で
登
録
さ
れ
て
い
る
方

に
送
信
し
ま
す
。

（
香
川
県
危
機
管
理
課
）

■
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル

解
決
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

　

香
川
労
働
局
で
は
、『
総
合
労
働

相
談
コ
ー
ナ
ー
』（
総
務
部
企
画
室

及
び
す
べ
て
の
労
働
基
準
監
督
署

内
）
で
、
労
働
者
、
事
業
主
の
皆

さ
ま
か
ら
の
労
働
問
題
に
関
す
る

ご
相
談
を
、
面
接
ま
た
は
電
話
で

お
受
け
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
無
料
・
予
約
不
要
）

　

詳
し
く
は
、
香
川
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
左
下
の
「
職
場
で
の

悩
み
ト
ラ
ブ
ル
あ
り
ま
せ
ん
か
？

無
料
相
談
」
を
ク
リ
ッ
ク
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

香
川
労
働
局
総
務
部
企
画
室

　

☎
０
８
７-

８
１
１-

８
９
１
６

お知らせ・募集
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《
募
　
　
集
》

■
『
町
営
葛
原
南
墓
地

　
第
２・３
期
分
』
新
規
募
集

▽
申
込
が
出
来
る
方
＝

①
多
度
津
町
に
住
所
が
あ
る
方

②
申
込
者
が
多
度
津
町
の
本
籍

を
持
ち
、
町
在
住
の
代
理
人

を
立
て
ら
れ
る
方

▽
使
用
料
＝
１
区
画
３
８
万
円
・

　
　
　
　
　

２
区
画
１
１
４
万
円

▽
申
込
期
間
＝
４
月
７
日
㈪
～

　
　
　
　
　
　

４
月
25
日
㈮

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

　
（
申
込
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
申
込
書
類
は
、
３
月
３
日
㈪
よ

　

り
住
民
課
窓
口
に
て
配
布
。

※
墓
地
は
販
売
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

永
代
貸
出
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
住
民
課　

墓
地
担
当

☎
33-

４
４
８
０

■
『
桃
陵
ば
ら
の
会
』
会
員
募
集

　
『
ば
ら
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
協
会
』

の
植
松
昭
二
代
表
よ
り
、
本
年
１

月
に
新
種
の
ば
ら
15
株
の
苗
木
を

寄
贈
い
た
だ
き
、「
桜
の
森
高
原
」

に
植
栽
し
ま
し
た
。

　

公
募
し
て
い
ま
し
た
ば
ら
の
名

前
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
久
子
さ
ん

（
堀
江
）応
募
の『
夢
華（
ゆ
め
か
）』

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
た
び
発
足
し
ま

し
た
『
桃
陵
ば
ら
の
会
』（
古
川
幸

義
代
表
）
の
皆
様
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
ば
ら
の
お
世
話
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
『
桃
陵
ば
ら
の
会
』
で
は
、
一
緒

に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
先
・
問
合
せ
】

　

多
度
津
町
建
設
課☎

33-

１
１
１
２

■
『
自
衛
官
』
募
集

　

幹
部
自
衛
官
は
、
部
隊
の
指
揮

官
・
幕
僚
・
学
校
教
官
・
研
究
等

組
織
の
重
要
ポ
ス
ト
に
つ
き
ま
す
。

●
一
般
幹
部
候
補
生（
大
卒
程
度
）

▽
資
格
＝
平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
、
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の

者
で
大
学
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
者

　

※
22
歳
未
満
は
大
卒
者
（
見
込
み
）

▽
受
付
締
切
＝
４
月
25
日
㈮
ま
で

▽
一
次
試
験
＝
５
月
10
日
㈯

　

※
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
５
月

　
　

11
日
㈰
適
性
検
査

●
一
般
幹
部
候
補
生
（
大
学
院
修
了
）

▽
資
格
＝
平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
、
修
士
課
程
修
了
者
等
で

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

　

※
平
成
27
年
３
月
学
位
取
得
見

　
　

込
み
含
む

▽
受
付
締
切
＝
４
月
25
日
㈮
ま
で

▽
一
次
試
験
＝
５
月
10
日
㈯

　

※
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
５
月

　
　

11
日
㈰
適
性
検
査

【
問
合
せ
】

　

善
通
寺
市
南
町
３-

１-

１

　
　

自
衛
隊
香
川
地
方
協
力
本
部

善
通
寺
地
域
事
務
所

☎
63-

２
３
６
３

■
平
成
26
年
度
『
手
話
通
訳
者

　
養
成
講
座
』
受
講
者
募
集

　

手
話
通
訳
の
役
割
・
責
務
に
つ

い
て
理
解
や
認
識
を
深
め
、
手
話

通
訳
に
必
要
な
基
本
技
術
を
習
得

し
た
通
訳
者
の
養
成
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

▽
受
講
資
格
＝
18
歳
以
上
の
方
お

よ
び
手
話
学
習
経
験
が
お
お

む
ね
２
年
以
上
の
方

▽
受
講
者
選
考
試
験
＝

　
　

・
４
月
５
日
㈯

　
　

・
香
川
県
聴
覚
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

▽
開
催
日
程
＝

通
訳
Ⅰ
…
平
成
26
年
４
月
26
日
か

ら
平
成
27
年
３
月
７
日

の
期
間
中
の
土
曜
日

通
訳
Ⅱ
…
平
成
27
年
４
月
か
ら
平

成
28
年
３
月
の
期
間
中

の
土
曜
日

通
訳
Ⅲ
…
平
成
28
年
４
月
か
ら
平

成
28
年
11
月
の
期
間
中

の
土
曜
日

▽
受
講
料
＝
無
料

（
別
に
教
材
費
用
が
必
要
）

【
問
合
せ
】

　

香
川
県
聴
覚
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７-

８
６
８-

９
２
０
０

お知らせ・募集
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平成２６年４月から子どもの医療費助成が、中学校卒業までに拡充されます。

　これまで７歳から中学校卒業までの間は、入院にかかる医療費のみを助成していましたが、現在の
医療費助成制度を拡充し、新たに外来分の保険診療分医療費についても助成することになりました。
平成２６年４月以後に診療を受けた医療費から対象になります。　
◇申請手続き◇

　新たに対象となる子ども（平成１１年４月２日～平成１９年４月１日生まれ）の保護者の方には、
２月中旬に申請書類等を送付していますので、３月１４日までに住民課窓口へ申請をしてください。
書類が届いていない場合は、住民課までご連絡ください。
※他の福祉医療制度（重度心身障害者等、ひとり親家庭等）の対象者等は、そちらの制度が優先されますので、今回
　申請は必要ありません。
※現在、乳幼児医療費助成の対象で、有効期限が平成２６年４月３０日以後の受給資格証をお持ちの方は、有効期限
　までお使いいただけますので、今回申請は必要ありません。（７歳の誕生月に新しい受給資格者証を送付します）

◇助成方法◇
　７歳未満は医療機関等の窓口で支払いの必要のない現物給付ですが、７歳から中学校卒業までの間は償還払いとな
ります。

（償還払い）医療機関等で一旦自己負担分を支払い、後日、町から指定された口座へ振り込みします。（町内の医療機
　　　　　　  関等の場合、申請は必要ありませんが、町外の医療機関等の場合は申請が必要です）

【問合せ・申請先】多度津町住民課 保険年金係　☎３３－４４８０

◆ たどつまち歩き「たどつＡＬＷＡＹＳ」 ◆ 主催　たどつまち歩きの会

　地域に眠っているお宝（資源）を尋ねる『まち歩き』には、ワクワクする魅力が盛りだくさん！歴史・文化・体験・見学・
美食・花見など、健康ウォークを兼ねて楽しめます。新しい発見と出会いのある『まち歩き』に参加してみませんか。

☆コース概要や受付など、詳しい内容については【申込み】まで、お問い合わせください。☆

【日　時】４月４日（金）
【集　合】ＪＲ多度津駅前／８：４５
【料　金】１，０００円（昼食、集合写真込み）
【定　員】２５名
【所　要】約４時間／約４ｋｍ
【申込み】多度津町観光協会　☎０８７７－３３－１１１３

日　時】５月１７日（土）　※雨天決行
【集　合】多度津港桟橋（高見・佐柳定期船のりば）／８：３０
【料　金】１，５００円（軽食代込み・往復船代９２０円は別途）
【定　員】２０名
【所　要】約６時間（乗船時間を除く）／約６ｋｍ
【申込み】町立資料館（月曜定休） ☎０８７７－３３－３３４３

【日　時】４月１２日（土）　※雨天決行
【集　合】多度津港桟橋（高見・佐柳定期船のりば）／８：３０
【料　金】１，５００円（軽食代込み・往復船代９２０円は別途）
【定　員】２０名
【所　要】約６時間（乗船時間を除く）／約６ｋｍ
【申込み】町立資料館（月曜定休） ☎０８７７－３３－３３４３

【日　時】５月２４日（土）
【集　合】多度津町立資料館／９：００
【料　金】１，０００円（スイーツ試食・桃陵彫・集合写真込み）
【定　員】２～１５名（団体申込みは要相談）
【所　要】約３時間／約３ｋｍ
【申込み】多度津町観光協会　☎０８７７－３３－１１１３

①桜満開ウォーク・ＪＲ車両工場・７７番道隆寺

③高見島と除虫菊

②高見島探検

④こんぴら街道　海の玄関　たどつ

～お宝一杯の車両修理工場・多度津駅構内・道隆寺秘話～

～瀬戸内国際芸術祭後の高見島『除虫菊の花が咲いたよ』～

～国立公園指定８０周年を記念して！～

～なつかし多度津旧町内のまち歩き～

お知らせ・募集
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◇ 消費税率（国・地方）の引上げについて ◇
①消費税率（国・地方）が引き上げられます。

②引上げ分の消費税収（国・地方）はすべて社会保障財源化されます。

③円滑かつ適正な転嫁にご理解とご協力をお願いします。

※地方消費税とは、国税である消費税と
同様に、事業として行った商品の販売、
サービスの提供等の国内取引や外国貨
物の引き取りに対して課税される都道
府県税です。

※消費税率１０％（消費税７．８％・地
方消費税２．２％）への引上げについ
ては、改めて経済状況等を総合的に勘
案した検討を行います。

　消費税率（国・地方）の引上げに当たって事業者の方々が円滑かつ適正に転嫁できるよう、転嫁、広告・宣伝、価格表示、
便乗値上げ等に関する相談窓口を設置しています。ご相談がある方は以下の相談窓口にお問い合わせください。

【問合せ】香川県商工労働部経営支援課　☎０８７‐ ８３２‐ ３３４３　　E‐mail：Keiei ＠ pref.Kagawa. lg. jp

消費税４％
消費税６．３％

平成２６年４月１日～

５％
８％

地方消費税１％ 地方消費税１．７％

引
上
げ
分
の
消
費
税
収

全
額
を
社
会
保
障
財
源
化

財
政
健
全
化
に
一
定
の
寄
与

社会保障の充実
（待機児童の解消、医療介護サービスの充実など）

社会保障の安定化
年金国庫負担２分の１等

後代への負担の付け回しの軽減
消費税率引上げに伴う社会保障支出の増

◇消費税価格転嫁等総合相談センター　　専用ダイヤル：０５７０- ２００- １２３
　【受付時間】平日９時～１７時（平成２６年３月・４月は土曜日も受付）
　　※お住まいの地域に応じて、以下の通話料金がかかります。
　　　固定電話：８．５円～８０円／３分間、携帯電話：９０円／３分間、公衆電話：３０円～２２０円／３分間
　ＨＰ上の専用フォーム　h t t p : / / w w w . t e n k a s o u d a n . g o . j p （２４時間受付）

【お詫びと訂正】
　広報２月号に掲載の『丸亀税務署から確定申告についてお知らせ』（１２頁）の欄において、所得金額の内容に誤
りがありましたので、正しい内容を再掲載させていただきます。関係者の皆様に対し、深くお詫び申し上げます。

◇公的年金等を受給されている皆さまへ
　公的年金等の収入金額の合計額が４００万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が２０万
円以下である場合には、確定申告をする必要はありません。この場合であっても、還付を受けるための申告書を
提出することができます。なお、確定申告が不要な場合でも、住民税の申告が必要な場合があります。

お知らせ・募集
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 狂犬病予防注射を受けましょう！　

　　　　　　　　　　　        【問合せ】多度津町　環境課　（☎３３－４４２５）

3
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

3
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

ご
み
・
し
尿
環
境
課

直
通
番
号

ご
み
・
し
尿

☎
33
・
４
４
２
５

☎
33
・
４
４
２
５

９
区
〜
12
区
、日
の
出
町

１
区
〜
７
区
、桜
川
団
地
、

寿
町
、県
営
多
度
津
団
地

10
区
〜
12
区
、日
の
出
町
、

北
鴨
、学
園
台
、堀
江
、若
葉
町

道
福
寺
、桜
川
東
、袖
、

南
鴨
、葛
原

四
箇
地
区

道
福
寺
、桜
川
東
団
地
、花

園
、あ
け
ぼ
の
、南
鴨
、豊
原

学
園
前
団
地
、豊
原
第
２
団

地
、葛
原（
大
木
・
北
条
・
八

幡
・
永
井
・
下
所
）、ひ
ま
わ
り

団
地
、め
ぐ
み
団
地
、葛
原
団

地
、小
塚
団
地

学
園
台
、堀
江
、堀
江
条
六
、

堀
江
新
開
、道
隆
寺
東
、北

鴨
、幸
町
、若
葉
町
、袖

庄（
修
理
免
・
笠
屋
・
笠
屋

青
空
団
地
・
八
尺
・
中
条
・

土
井
畑
・
羽
称
坪
・
四
天
ハ

イ
ツ
）、三
井（
真
天・
御
門
・

鴨
取
・三
井
東
・三
井
西・三

井
団
地
・
間
の
江
）、青
木

（
本
村
・
金
道
・
青
木
団
地
）

青
木
北
山
、山
階（
北
山
・
兵

田
・
阿
庄
・
岡
・
常
石
造
船
社

宅
・
恵
比
寿
・
大
倉
団
地
・
グ

リ
ー
ン
団
地
・
本
村
・西
村
・西

村
団
地
・天
霧
・天
霧
第
２
・天

霧
南
・ダ
イ
ヤ
タ
ウ
ン・
才
の
木

ハ
イ
ツ・
向
井
・
上
・
小
原
） 

西
白
方
、奥
白
方
、見
立
、

東
白
方
本
村

９
区
〜
12
区
、日
の
出
町
、

学
園
台
、豊
原
地
区
、白
方

地
区

１
区
〜
８
区
、桜
川
団
地
、

寿
町
、県
営
多
度
津
団
地
、

四
箇
地
区

１
区
〜
４
区
、寿
町
、

桜
川
団
地

５
区
〜
８
区
、県
営
多
度

津
団
地
、東
白
方（
原
戸
・

城
ケ
下
）、西
港
町

【
資
　
　
　源
】

【
可
　
　
　燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

【
粗
大
・
不
燃
】

12 

㈬
26 

㈬
白
方
地
区
、８
区
〜
９
区

19 

㈬

11 

㈫
27 

㈭
4
／
４

10 

㈪
20 

㈭
4
／
３

13 

㈭
28 

㈮

４ 

㈫
1３ 

㈭
24 

㈪
7 

㈮
18 

㈫
4
／ 

１
６ 

㈭
14 

㈮
25 

㈫
６ 

㈭
14 

㈮
４
／ 

３
７ 

㈮
20 

㈭
４
／ 

４

※

○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日

木・月金・火高
見
　３
㈪・17
㈪・31
㈪・

　
　
　4
／
14

佐
柳
　3
㈪・10
㈪・17
㈪・24
㈪・

　
　
　31
㈪・4
／
7

環
境
課

直
通
番
号

5 

㈬
4
／
２

※ごみ収集業務の一部を、4 月 1 日より㈲宮武清掃社に委託します。

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
は
登
録
と
注
射

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
登
録
・
注
射
を
行
い
ま
す
の

で
、
案
内
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
の

上
、
最
寄
り
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
健
康
な
犬
に
接
種

し
て
い
ま
す
。
異
常
が
あ
る
場
合
は
注
射
会
場

の
獣
医
師
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
手
数
料
・
・
・
・
・
・
３
，
０
０
０
円

　
※
登
録
済
み
の
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
注
射
料
・
・
・
・
・
・
・
・
２
，
３
０
０
円

▼
注
射
済
票
交
付
手
数
料
・
・
・
・
５
５
０
円

●
登
録
と
予
防
注
射
に
関
す
る
注
意

①
犬
の
所
有
者
は
、
登
録
済
鑑
札
と
予
防
注
射

済
票
の
交
付
を
受
け
、
犬
に
付
け
る
よ
う

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
登
録
は
犬
の
生
涯
に
１
回
で
す
が
、
狂
犬
病

予
防
注
射
は
毎
年
１
回
で
す
。

③
死
亡
・
転
出
（
転
入
）
等
登
録
内
容
に
変
更

が
合
っ
た
場
合
は
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
注
射
会
場
で
は
、
登
録
お
よ
び
注
射
以
外
の

業
務
は
行
い
ま
せ
ん
。

⑤
注
射
会
場
で
の
犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
が
始

末
し
て
く
だ
さ
い
。

【平成２６年度狂犬病予防注射日程】
４月５日（土） ４月２０日（日）

多度津町役場 9:00‐  9:30 見立集会場 9:00‐  9:20

ＪＡ豊原倉庫 9:50‐10:30 奥白方農業構造改善センター 9:35‐  9:55

ＪＡ四箇倉庫 10:50‐11:30 奥白方ぶどう集荷場 10:05‐10:25

４月１２日（土） 町民健康センター 10:40‐11:00

東新町集会場 9:00‐  9:20 ８区公民館 11:15‐11:30

北鴨公民館 9:40‐10:10 ４月２６日（土）

葛原八幡公民館 10:30‐11:00 東新町集会場 9:00‐  9:20

多度津町消防本部 11:20‐11:40 北鴨公民館 9:40‐10:00

４月１３日（日） 葛原八幡公民館 10:20‐10:40

奥白方ぶどう集荷場 9:00‐  9:40 ＪＡ多度津支店 11:00‐11:30

町民健康センター 10:00‐10:30 ４月２７日（日）

ＪＡ多度津支店 10:50‐11:30 奥白方ぶどう集荷場 9:00‐  9:20

４月１９日（土） ＪＡ四箇倉庫 9:40‐10:05

多度津町消防本部 9:00‐  9:15 ＪＡ豊原倉庫 10:25‐10:50

多度津町役場 9:30‐  9:50 多度津町役場 11:10‐11:30

ＪＡ豊原倉庫 10:10‐10:40

ＪＡ四箇倉庫 11:00‐11:30

お知らせ・募集
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■保健センター行事予定 ■無料相談

■休館日

■休日当番医

相談名 日　　　時 場所・連絡先

高齢者相談
（弁護士対応）

３月 20 日（木）
　10:30-12:00 
電話予約をお願いします。

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎ 32-8501

人権相談 ３月 18 日（火） 
　10:00-15:00 

福祉センター
☎ 33-1110 ／総務課

行政相談 ３月 18 日（火） 
　10:00-15:00 

福祉センター
☎ 33-1110 ／総務課

身障者相談 ３月 20 日（木） 
　13:30-15:00

福祉センター
☎ 32-3063 ／田中公敏

障がい者
生活支援相談

３月 27 日（木） 
　13:30-16:30

福祉センター
☎ 33-4488 ／福祉保健課

こころの
相談日

３月 20 日（木） 
午後 1 時 30 分～午後 4 時

福祉保健課（相談室）
☎ 33-4488

 ３月   ２日 山 本 医 院 （大通り） ☎ 32-2809

 ３月   ９日 加 藤 病 院 （寿　町） ☎ 33-2821

 ３月 16 日 嶋 田 耳 鼻 咽 喉 科 （幸　町） ☎ 32-8711

 ３月 21 日 氏 家 内 科 （京　町） ☎ 32-2635

 ３月 23 日 し お か ぜ 病 院 （堀江４） ☎ 33-2545

 ３月 30 日 河 内 病 院 （青　木） ☎ 33-3113

 ４月   ６日 ウ ツ ミ 整 形 外 科 （道福寺） ☎ 33-1510

柔道整復　  3 月  ９日　藤木接骨院          （ 大通り）　☎ 32-2663

※診療時間は午前９時から午後５時まで。都合で変更することが
　あります。当日の新聞でお確かめください。

老人健康施設 １日、２日、８日、９日、15 日、16 日、21日、 
22 日、23 日、29 日、30 日、４月５日、６日

明徳会図書館 ３日、10 日、17 日、21日、24 日、 
30 日、31日、４月７日  

町民会館 ４日、11日、18 日、25 日、 
４月１日   

温水プール ４日、11日、18 日、25 日、
４月１日 

スポーツセンター ３日、10 日、17 日、24 日、31日、 
４月７日 

町立資料館 ３日、10 日、17 日、22 日、24 日、31日、 
４月７日 

※『林求馬邸』の開館日は、３月２日（日）、4 月 6 日（日）です。

日曜日 行　　　事 時　間 場所

３日㈪ 食改高見地区研修会・講習会 10:00-13:00 高見

５日㈬ のびのび広場
食改白方地区反省会

9:30-12:00
10:00-11:30

健セ
白公

６日㈭ 町母子愛育班連絡協議会役員会
脱・メタボ教室「積極的・動機づけ
　支援者の運動教室①」

10:00-12:00
14:00-15:30

健セ
プール

７日㈮ 多度津地区母子愛育班班員会
食改四箇地区反省会
健康づくり　たんぽぽ教室
生活習慣病予防相談

10:00-11:30
10:00-11:30
10:00-11:30
13:30-15:00

福セ
四公
白公
白公

９日㈰ マタニティ教室「沐浴実習」 9:30-11:30 健セ

11 日㈫ ２歳６か月児健康相談
脱・メタボ教室「積極的・動機づけ
　支援者の運動教室②」

9:00-10:00
13:30-15:00

健セ
健セ

12 日㈬ 四箇地区母子愛育班班員会 9:00-10:30 四公

13 日㈭ 豊原地区母子愛育班班員会
食改多度津地区反省会
３歳児健診

10:00-11:30
10:00-11:30
13:30-14:30

豊婦
中央公
健セ

14 日㈮ 健康づくり　さくら教室
生活習慣病予防相談
生活習慣病予防相談

10:00-11:30
13:30-15:00
13:30-15:00

福セ
福セ
豊婦

17 日㈪ こども相談（要予約） 9:00-16:00 健セ

18 日㈫ 乳児健診 13:30-14:30 健セ

19 日㈬ 親子ふれあい広場
　「保育士さんと遊ぼう」
食改豊原地区反省会
脱・メタボ教室「積極的・動機づけ
　支援者の栄養教室①」

10:00-11:30

10:00-11:30
13:30-15:00

健セ

豊婦
健セ

20 日㈭ ことばの相談（要予約） 9:00-11:00 健セ

24 日㈪ 食生活改善推進協議会役員会 9:30-11:30 健セ

25 日㈫ 健康づくり　すまいる教室 10:00-11:30 豊婦

26 日㈬ 脱・メタボ教室「積極的・動機づけ
　支援者の栄養教室②」

13:30-15:30 健セ

27 日㈭ 乳幼児健康相談・ブックスタート 9:30-10:30 健セ

28 日㈮ 健康づくり　四つ葉教室
生活習慣病予防相談

10:00-11:30
13:30-15:00

四公
四公

２歳６か月児健康相談（平成 23 年８～９月生まれ）、３歳児健診（平

成 22 年７月 17 日～８月 13 日生まれ）、乳児健診（平成 25 年 10

～11月生まれ）、乳幼児健康相談（平成25年５月生まれの乳児と幼児）

高見＝高見いこいの家／健セ＝保健センター／白公＝白方地区公民

館／プール＝町民プール／福セ＝福祉センター／四公＝四箇地区公

民館／中央公＝中央公民館／豊婦＝豊原農村婦人の家

◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで

　それぞれの予防接種には、定められた接種年齢があり、この期間を過ぎると全額自己負担となります。特に、麻しん風
しん混合ワクチン（ＭＲ）２期（幼稚園･保育所等の年長児）の接種期限は、平成２６年３月３１日までですので、早め
に接種を済ませておきましょう。
　『子ども予防接種週間』協力医療機関では、予防接種に関する相談に応じるとともに、通常の診療時間に予防接種が受
けにくい方に対し、平日の夜間や土曜日・日曜日に予防接種を行なえる体制を整えています。
　協力医療機関は、香川県感染症情報のホームページに掲載しています。
　《掲載アドレス》　http://www.pref.kagawa.lg.jp/yakumukansen/kansenjyouhou.htm#yobousessyu
　医療機関により受付時間や接種可能な予防接種が異なりますので、事前に医療機関に予約のうえ、
接種してください。ご不明なことがあれば、保健センターまでお問い合わせください。
◇ 公費（無料）で受けられる予防接種 ◇
ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン・ＢＣＧワクチン・不活化ポリオワクチン
四種混合ワクチン・三種混合ワクチン・二種混合ワクチン・ＭＲ混合ワクチン（１期・２期）
日本脳炎ワクチン・子宮頸がん予防ワクチン

■『マタニティ教室』のご案内
　もうすぐ赤ちゃんと一緒の生活が始まるけれど、分から
ないこともたくさんあるものです。安心して赤ちゃんを迎
えられるようマタニティ教室に参加しましょう。
『赤ちゃんと一緒の生活（沐浴実習）』
【日時】３月９日 (日 )
　　　  ９時３０分～１１時３０分
【場所】健康センター１階　待合ホール
☆妊婦体験も実施します。お父さんや
　ご家族の方もぜひご参加ください。

効果的な予防は、運動であり、自分のからだの状態に合わせて、関節に過度な負担をかけずに続けることが大切です。
自宅で簡単にできる『ロコトレ（ロコモーショントレーニング）』を紹介します。

■予防接種の受け忘れはありませんか？ ３月１日㈯～３月７日㈮の７日間は『子ども予防接種週間』です。
～ワクチンで防ぐことのできる病気から大切なお子さんを守りましょう～

■献血のご協力をお願いします！
　県内で必要とする血液量は、県民で確保できるよう皆さ
まのご協力をお願いします。
【日時】４月６日 (日 )
　　　  ９時３０分～１２時・１３時～１４時
【場所】多度津山サッカー場
※本人確認のため、運
　転免許証など、身分
　証明できるものをご
　持参ください。

●開眼片足立ち
左右１分間ずつ、１日３回行いましょう。
◇注意ポイント◇
　・転倒しないよう、必ずつかまるものがある場所で行う。
　・バランスをしっかりとるため、目を開けて行う。
　・片方の足を少しだけ床から浮かせる。
　・支えが必要な人は、机に両手をついて行う。

●スクワット
深呼吸するペースで５～６回繰り返します。１日３回行いましょう。
動作中は息を止めずに行います。
◇注意ポイント◇
　・肩幅より少し広めに足を広げ、いすに腰かけるように、おしりをゆっくりおろす。
　・膝に負担がかからないよう、膝は９０度以上曲げない。曲げた膝頭がつま先より前に出ないようにする。
　・支えが必要な人は机に両手をついて、腰を浮かす動作を行う。

☆ロコトレだけでなく、ラジオ体操やストレッチ・水泳など、自分にあった運動を積極的に行いましょう。

◇健康マメ知識◇　ロコモティブシンドロームってなに？③
ロコモの予防は？ ～運動編～

◇３６品種５万本のチューリップをお楽しみください！ ◇
まんのう公園 『春らんまんフェスタ』
週末を中心に、季節の花を使ったハーブ教室やパン教室など各種体験
教室の他、花のガイドや昆虫観察など様々なイベントを開催します。
　【場　所】国営讃岐まんのう公園（仲多度郡まんのう町）
　【料　金】入園料および駐車料金
　【問合せ】まんのう公園管理センター　☎０８７７‐ ７９‐ １７００

３月の予定
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◎申込み・問合せは、保健センター（町民健康センター内）☎32－8500まで

　それぞれの予防接種には、定められた接種年齢があり、この期間を過ぎると全額自己負担となります。特に、麻しん風
しん混合ワクチン（ＭＲ）２期（幼稚園･保育所等の年長児）の接種期限は、平成２６年３月３１日までですので、早め
に接種を済ませておきましょう。
　『子ども予防接種週間』協力医療機関では、予防接種に関する相談に応じるとともに、通常の診療時間に予防接種が受
けにくい方に対し、平日の夜間や土曜日・日曜日に予防接種を行なえる体制を整えています。
　協力医療機関は、香川県感染症情報のホームページに掲載しています。
　《掲載アドレス》　http://www.pref.kagawa.lg.jp/yakumukansen/kansenjyouhou.htm#yobousessyu
　医療機関により受付時間や接種可能な予防接種が異なりますので、事前に医療機関に予約のうえ、
接種してください。ご不明なことがあれば、保健センターまでお問い合わせください。
◇ 公費（無料）で受けられる予防接種 ◇
ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン・ＢＣＧワクチン・不活化ポリオワクチン
四種混合ワクチン・三種混合ワクチン・二種混合ワクチン・ＭＲ混合ワクチン（１期・２期）
日本脳炎ワクチン・子宮頸がん予防ワクチン

■『マタニティ教室』のご案内
　もうすぐ赤ちゃんと一緒の生活が始まるけれど、分から
ないこともたくさんあるものです。安心して赤ちゃんを迎
えられるようマタニティ教室に参加しましょう。
『赤ちゃんと一緒の生活（沐浴実習）』
【日時】３月９日 (日 )
　　　  ９時３０分～１１時３０分
【場所】健康センター１階　待合ホール
☆妊婦体験も実施します。お父さんや
　ご家族の方もぜひご参加ください。

効果的な予防は、運動であり、自分のからだの状態に合わせて、関節に過度な負担をかけずに続けることが大切です。
自宅で簡単にできる『ロコトレ（ロコモーショントレーニング）』を紹介します。

■予防接種の受け忘れはありませんか？ ３月１日㈯～３月７日㈮の７日間は『子ども予防接種週間』です。
～ワクチンで防ぐことのできる病気から大切なお子さんを守りましょう～

■献血のご協力をお願いします！
　県内で必要とする血液量は、県民で確保できるよう皆さ
まのご協力をお願いします。
【日時】４月６日 (日 )
　　　  ９時３０分～１２時・１３時～１４時
【場所】多度津山サッカー場
※本人確認のため、運
　転免許証など、身分
　証明できるものをご
　持参ください。

●開眼片足立ち
左右１分間ずつ、１日３回行いましょう。
◇注意ポイント◇
　・転倒しないよう、必ずつかまるものがある場所で行う。
　・バランスをしっかりとるため、目を開けて行う。
　・片方の足を少しだけ床から浮かせる。
　・支えが必要な人は、机に両手をついて行う。

●スクワット
深呼吸するペースで５～６回繰り返します。１日３回行いましょう。
動作中は息を止めずに行います。
◇注意ポイント◇
　・肩幅より少し広めに足を広げ、いすに腰かけるように、おしりをゆっくりおろす。
　・膝に負担がかからないよう、膝は９０度以上曲げない。曲げた膝頭がつま先より前に出ないようにする。
　・支えが必要な人は机に両手をついて、腰を浮かす動作を行う。

☆ロコトレだけでなく、ラジオ体操やストレッチ・水泳など、自分にあった運動を積極的に行いましょう。

◇健康マメ知識◇　ロコモティブシンドロームってなに？③
ロコモの予防は？ ～運動編～
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●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
 広報に掲載する広告を募集しています。
 【問合せ】多度津町 町長公室   ☎33-1115

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246

町の人口町の人口町の人口
（2月１日現在 常住人口）（2月１日現在 常住人口）（2月１日現在 常住人口）

人　口
男
女
世帯数

（－１７）
（－１４）
（－  ３）
（－１０）

２３，０５５ 人
人
人

１１，３９６
１１，６５９
９，２７５世帯

■『私のお奨め』 ～リレー寄稿 第11回～ 『 』こころの処方箋
　現代における科学の進歩と物質的豊かさは果たして私たちを本当の意味で幸せにしたの
か？私たちが世の理不尽さや人間関係のしがらみに泣きたくなった時、近代科学が見落として
きた心の問題…人の心の影を知り、自分の心の謎と向き合う時、優れた臨床心理学者にして
文化庁長官であった故河合隼雄先生が、軽妙で珠玉のような言葉で語りかけた本書の５５編
のエッセイには、悩むたましいに語りかけるぬくもりのある言葉にあふれています。
　「ふたつよいことさてないものよ」「１００％正しい忠告は先ず役に立たない」「ものごとは努
力によって解決しない」「マジメも休み休み言え」「心の支えがたましいの重荷になる」「すべて
の人が創造性を持っている」などなど、それぞれが腑におちる言葉に満ちていて、“私が生きた”
と言える人生を歩む上で、これらの短い一章一章にこめられた偉大な「常識」の力が、大きな支
えになってくれると思います。
　私自身のために、あるいは産業医として職場でストレスに悩む人たちとの健康相談の折に、
しばしば本書を参考にさせていただいています。 氏家　睦夫（京町）

■３月の行事
★おはなし会『ひまわり』
　３月   ８日（土）　１４時～１４時３０分
★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　３月１９日（水）　１４時３０分～１５時
絵本の読み聞かせ、紙しばい、手あそび などをします。

■１月の図書館利用状況
◎新着図書・寄贈本　・・・・・・・・　１７２冊
◎入館者数　・・・・・・・・・・　３，２７０人
◎貸出図書数　・・・・・・・・・　６，２６８冊
◎新規図書利用カード作成者数・・・・・　１４人

■新着図書のご案内
●『 』親の家を片づける

河合 隼雄・著 

　ある日突然、膨大な老親の荷物や
家の整理と処分があなたの身に降り
かかってきたら、どうしますか？今、団
塊の世代以降を次々に襲う、新しく
て大きな問題。これをどうクリアする
かがあなたの人生をも左右する！？
今、日本中に広がっている「親の家の片づけ」問題。その知られざ
る実態、子世代の奮闘ぶりや心情、始める前に知っておきたい「心
得」から、「疲れすぎず、途中で挫折しない」ためのヒントを満載。

著／ゆうゆう特別編集
発行／主婦の友社
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